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その表層面には吸収現象が発現 し, これが日時の経過に伴なって急速に進行 し遂にエナメル質は全く吸収
消失するに至る｡








内部より新生する繊細な骨組織は無制限に増殖 して乳頭腫を充蓋 し, 骨梁問に残る部分も髄腔に同化する
に至る｡












論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
歯腔をその萌出方向に一致する正常位に同所再移植した場合には, 条件がよければ, その発育を継続す
ることが知られているが, 逆転位その他不正位に再移植した場合には, 歯肱はどのような運命をたどるか





象牙質は若干期間正常な構造を保有 し, 新生機能を有するが, 時間の経過とともに漸次吸収され始め,
ついに顎骨組織によって置換される｡ 歯乳頭も固有構造を失ない, 線維成分に富んだ結合組織となり, つ
いにはその内部に新生される骨組織によって置換され, 歯小嚢組織もまた同様の傾向を示す｡ 歯肱を成犬
移植嵩に再移植した場合はその変化は一層急激かつ高度である｡
このように, たとえ同一摘出筒に歯肱を移植 した場合といえども, 正常位でなければ, 発育は停止 し異
物化されることが明らかとなり, 歯肱を構成する各組織成分には, それぞれあらかじめ方向づけられた発
育方向のあることが判ったのである｡
以上の研究は学術上有益であり, 本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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